
　

　活動を進める中で、自分の行いを振り返るとともに、他者から肯定的なフィードバック
を受け取る場面を意図的に設ける。

　児童が主体となる学級経営や特別活動についての研修会を年２回以上設定し、行う。

　人の思いや生き方を学ぶ活動（ＮＩＥ、特別活動、総合的な学習の時間等）についての
実践事例を共有する。

主体的な学び　　　学習意欲の向上　　　

集団

個

集団を育てるために

個を育てる
ために

説明―評価

　生活習慣の改善に向け、目標設定を支援するための資料提供を年２回行う。

向上心と達成感　　　生活習慣の改善

集団

個

集団を育てるために

個を育てるために

☆保護者の皆様と協働して、体力の向上・生活習慣の定着に取り組んでいきます。

　運動に親しみ、達成感や技能の伸びを実感している児童の割合を80％以上にする。

　生活習慣改善のために目標を自分で決め、あきらめないで続けることのできた児童を
80％以上にする。

　学期に１単元以上、運動に親しみながら達成感を味わわせる場の設定を行う。

　生活習慣の改善について目標を決めて挑戦する「さわやか生活ウィーク」を年２回設定
し、行う。

　児童が運動に親しみ、達成感を味わいながら運動に取り組む場についての実践事例を共
有する。

説明―評価

　『失敗』から学ぶ　　　特活的思考と実践

集団

個

集団を育てるために

個を育てるために

☆それぞれの子どものよい面を見つけるための情報交流を行い、そのよさを生かせる環境づくりを
　していきます。

　友だちの行いや思いに目を向け、支えようとする学級の児童の割合を80％以上にする。

　「失敗しても成長するためにがんばろうとしている」と、自分を肯定的に捉えている児
童の割合を80％以上にする。

　児童が主体となる「特活的思考」に基づいた「活動」を学期に１回以上行う。

『優しく　粘り強く』
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教育目標

課題

みんなとともに生き　自分の力をせいいっぱい伸ばしていく子ども

・意欲をもって学習に向かう態度を育てたい。
・身に付けた基礎・基本を活用し、「考える力」を高めたい。

・より高い目標に向かって挑戦し、達成感を味わう中で自信を深めさせたい。
・学校生活を楽しむための前向きな生活習慣を定着させたい。

・自らの課題に挑戦し、自らの力で乗り越えていく強さを育てたい。
・自分を大切にし、他者も思いやれる優しさ育てたい。

重
点
目
標

考えを述べあって思考する集団を育成する 互いに認め合い、優しさを発揮し合える集団を育成する 楽しく運動に親しむ集団を育成する

考えさせることを大切にし、容易に剥がれない知識を獲得させる 『失敗』することを学びの原点とし、その都度きちんと考えさせる

改
善
の
キ
ー

ワ
ー

ド

教育課題克服のキーワード

向上心と挑戦意欲をもち、あきらめないで続ける態度を身に付けさせる

学習に主体的・意欲的に挑戦する態度を身に付けさせます。 自他を思いやれる優しい心と未来を切り拓く粘り強さを育てます。 向上心をもち、目標達成に挑戦する気力・体力を育てます。

「ボランティア活動」「学年行事」等、児童と保護者、職員が一体となって活動する経験を大切にしていきます。

改
善
策

「教師が教える授業」から「児童が考える授業」への転換 言葉による指導だけではなく、『体験』を共有させて学ばせる 声を掛け合い楽しみながら運動に取り組む場の提供

相互の考えを認め合いながら学習する集団の育成 子どもたちを信じ、『活動』させる中で、相互理解させる 健康的な生活習慣の定着に向けた全校あげての取組

人の思いや生き方を学習と関連付ける工夫 人の思いや生き方を学ぶ活動の工夫 運動を通して達成感を味わわせる場の提供

思考力を高めることに結びつく良質な問いの提供 『失敗』と『振り返り』を丁寧に経験させ、賞賛できるまで繰り返す 個の生活実態に応じた家庭と協働した取組

学
校
評
価

成
果

教
育
活
動

運
営
活
動

　見方・考え方を働かせ、自他の学びを調整しながら、考えを述べ合って思考することが
できる児童の割合を80％以上にする。

　国語・算数のワークテストにおいて、知識・理解及び思考・判断・表現等の期待得点を
超える児童の割合を75％以上にする。

　見方・考え方を働かせ、自他の学びを調整しながら主体的に学ぶ姿を引き出す授業を、
月に２回以上行う。

保護者･地域
との連携 ☆学習サポーター、学習の講師として学習を支援していただきます。

ＰＴＡ活動

　学年に応じた思考力を発揮させる問題の分析結果を生かした授業を月１回以上行う。

　見方・考え方を働かせ、自他の学びを調整しながら考えを述べ合って思考することので
きる授業づくりについての研修会を年間に３回以上行う。

　学年に応じた思考力を発揮させる問題の、意図や指導改善のポイントについての分析を
月に１回以上行う。

知育におけるキーワード 徳育におけるキーワード 体育におけるキーワード


